
学
、
そ
れ
以
外
で
は
法
医
学
、
医
事
法
制
、
一
般
医
学
、
採
鉱
学
を

教
え
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
自
体
が
、
ボ
ン
・
へ
の
母
校
で
あ
る
ウ
ト
レ

ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ポ

ン
・
へ
は
、
論
文
の
準
備
に
軍
医
学
校
の
テ
キ
ス
ト
を
使
い
な
が
ら

も
、
そ
の
要
旨
だ
け
を
講
義
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ポ
ン
・
へ
以
外
に
も
現
在
迄
に
、
ボ
ー
ド
イ
ン
（
長
崎
・
大
阪
）
（
生

理
学
）
、
ス
ロ
イ
ス
（
金
沢
）
（
解
剖
学
・
中
毒
学
）
、
ロ
イ
ト
ル
（
岡
山
）

（
解
剖
学
・
外
科
学
）
等
の
講
義
も
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
の

講
義
に
な
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

＊
１
三
菱
水
島
病
院

＊
２
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学

長
州
藩
の
山
鹿
流
兵
学
師
範
で
あ
っ
た
吉
田
松
陰
（
一
八
三
○
’
一

八
五
九
）
は
、
数
え
年
一
三
歳
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
、
兵

学
研
究
の
た
め
江
戸
に
赴
く
こ
と
と
な
り
、
三
月
五
日
公
駕
に
先
立

っ
て
萩
を
出
発
し
た
。
四
月
九
日
江
戸
桜
田
の
上
屋
敷
に
到
着
、
五

月
二
四
日
朝
初
め
て
山
鹿
素
水
及
び
佐
久
間
象
山
を
訪
問
し
、
翌
二

五
日
「
蟹
語
菱
」
を
買
っ
た
。
そ
し
て
日
記
の
五
月
二
八
日
の
項
に

は
、
「
今
日
よ
り
少
し
く
蟹
語
を
学
ぶ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
松
陰
が
蘭
学
を
学
ぶ
意
志
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
・

嘩
峰
圭
拍

松
陰
は
同
年
三
一
月
一
五
日
に
、
友
人
の
南
部
藩
浪
士
江
帽
五
郎

（
別
名
安
芸
五
蔵
、
後
の
那
珂
通
高
）
の
仇
討
を
助
け
る
た
め
、
藩
の
許

可
を
待
た
な
い
で
東
北
遊
歴
の
旅
に
出
た
の
で
、
藩
で
は
そ
の
扶
持

を
召
し
上
げ
た
。
し
か
し
松
陰
は
藩
主
の
深
い
理
解
と
温
情
に
よ

り
、
一
○
か
年
の
国
内
遊
学
が
ゆ
る
さ
れ
た
。

嘉
永
六
年
六
月
三
日
米
国
使
節
。
ヘ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
、
幕
府

吉
田
松
陰
と
医
学

田
中
助
一
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に
通
商
を
せ
ま
っ
た
の
で
、
松
陰
は
海
外
に
渡
航
し
て
大
い
に
世
界

情
勢
を
知
り
た
い
と
決
意
し
、
同
志
金
子
重
輔
と
共
に
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
三
月
二
七
日
夜
、
伊
豆
の
下
田
で
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦

に
行
っ
た
が
、
・
ヘ
リ
ー
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
送
り
帰

さ
れ
た
。
そ
の
時
松
陰
の
持
っ
て
い
た
荷
物
の
中
に
は
、
「
蜜
語
雲
」

や
「
訳
鍵
」
が
あ
っ
た
。
松
陰
等
は
二
八
日
に
自
ら
訴
え
出
て
牢
に

入
り
、
同
年
九
月
一
八
日
幕
府
よ
り
実
父
杉
百
合
之
助
に
引
渡
し
、

在
所
に
お
い
て
蟄
居
す
る
こ
と
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
九
月
二
三
日

に
江
戸
を
出
発
し
、
一
○
月
二
四
日
萩
に
帰
着
、
直
様
野
山
獄
に
入

れ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
獄
内
で
同
囚
の
者
が
病
気
に
か
か
り
、
医
薬

を
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
見
て
、
奮
然
と
し
て
自
ら
医
術
を
勉
強
し

た
い
気
持
に
な
り
、
先
ず
五
月
一
七
日
に
宇
田
川
榛
斎
の
記
述
し
た

「
医
範
提
綱
」
三
冊
を
読
ん
だ
。
次
い
で
五
月
一
九
日
に
藩
医
青
木

研
蔵
に
宛
て
て
、
医
学
を
教
え
て
貰
い
た
い
と
熱
烈
な
手
紙
を
出
し

た
。
研
蔵
は
兄
周
弼
及
び
伊
東
玄
朴
に
藺
方
医
学
を
学
ん
だ
新
進
医

家
で
あ
っ
た
。
（
大
和
書
房
版
吉
田
松
陰
全
集
第
二
巻
所
載
）
こ
れ
に
対

す
る
研
蔵
の
返
書
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
松
陰
は
恐
ら
く
研
蔵
か
ら

差
し
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
医
書
を
読
ん
で
い
る
。

五
月
二
六
日
か
ら
一
一
七
日
に
か
け
て
、
青
木
研
蔵
・
黒
川
良
安
．

堀
内
忠
亮
共
訳
の
「
医
理
学
源
」
（
二
冊
、
未
刊
、
生
理
学
書
）
を
読
ん

で
い
る
。

六
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
の
間
に
、
宇
田
川
榛
斎
訳
述
の
「
増
訂

内
科
撰
要
」
一
二
巻
を
読
ん
で
い
る
。

六
月
一
三
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
問
に
、
杉
田
成
卿
訳
述
の
「
済

生
三
方
井
医
戒
」
三
冊
を
読
ん
で
い
る
。

六
月
二
九
日
よ
り
宇
田
川
榛
斎
訳
述
の
「
遠
西
医
方
名
物
考
」
二

冊
を
読
ん
で
い
る
。

以
上
で
あ
る
が
榛
斎
の
本
が
多
い
の
は
、
青
木
研
蔵
の
兄
周
弼
が

榛
斎
の
門
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
等
の
本
は

当
時
西
洋
医
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
医
家
が
大
い
に
読
ん
だ
も
の

で
あ
る
か
ら
、
松
陰
も
門
外
漢
な
が
ら
大
い
に
啓
発
せ
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

松
陰
は
同
年
一
二
月
一
五
日
に
出
獄
命
令
が
あ
っ
て
、
実
家
の
杉

家
に
帰
っ
た
。

安
政
三
年
松
陰
は
二
七
歳
に
な
っ
た
。
こ
の
年
三
月
三
日
「
河
豚

を
食
は
ざ
る
の
説
」
と
い
う
文
章
を
書
い
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
そ

の
前
半
だ
け
を
次
に
か
か
げ
る
。

世
に
言
う
、
「
河
豚
は
毒
あ
り
」
と
。
其
の
之
れ
を
こ
の
む
者
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安
政
五
年
八
月
萩
城
下
に
コ
レ
ラ
の
大
流
行
が
あ
り
、
二
九
日
に

藩
医
山
根
文
季
が
急
逝
し
た
。
松
陰
は
友
人
の
文
季
の
長
男
小
野
為

八
に
頼
ま
れ
て
山
根
文
季
墓
誌
銘
を
書
い
て
い
る
。

同
年
一
二
月
二
六
日
松
陰
は
安
政
の
大
獄
の
余
波
を
受
け
て
、
ふ

た
た
び
野
山
獄
に
入
れ
ら
れ
、
翌
六
年
五
月
二
五
日
に
萩
を
出
発
し

て
、
六
月
二
四
日
江
戸
に
到
着
、
取
り
し
ら
べ
の
の
ち
伝
馬
町
の
牢

に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
時
獄
中
に
越
前
藩
医
橋
本
左
内
が
居
て
、
獄

制
の
改
革
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
聞
き
、
か
ね
て
松
陰

も
獄
制
の
改
革
に
つ
い
て
意
見
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
大
い
に
語
り

安
政
四
年
四
月
十
日
に
は
長
州
藩
医
で
あ
っ
た
賀
屋
恭
安
の
著
書

「
好
生
緒
言
」
（
二
巻
）
を
読
ん
で
い
る
。
松
陰
は
知
友
や
門
人
に
医

家
が
何
人
も
居
た
の
で
、
医
学
に
対
す
る
関
心
は
相
当
大
き
か
っ
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

大
な
り
。
い
や

致
す
、
お
Ｊ
２

陰
全
集
第
二
巻
）

特
に
お
お
く
、
余
独
り
食
は
ざ
る
は
、
死
を
お
そ
る
る
に
非
ざ
る

な
り
、
名
を
お
そ
る
る
な
り
。
夫
れ
死
は
人
の
必
ず
あ
る
所
に
し

て
、
固
よ
り
お
そ
る
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
死
生
も
亦

大
な
り
。
い
や
し
く
も
一
魚
の
小
を
以
て
、
し
か
も
死
生
の
大
を

致
す
、
お
も
ふ
に
士
名
を
辱
し
め
ざ
ら
ん
や
。
（
以
下
略
、
吉
田
松

合
い
た
い
と
思
っ
た
が
、
左
内
は
一
○
月
七
日
、
松
陰
は
一
○
月
二

七
日
に
死
罪
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
、
遂
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

（
萩
市
、
開
業
）

／旬辱、
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